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切り花キクのセル成型苗用上および栽増基準の作成
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切 り花キクは奈良県下の花 き生産において約

30%の 生産額を占めⅢ重要な作物のひとつである。

ところが生産現場では農業者の高齢化が進行 して

おり,今 後,生 産のシステム化を進める中で,提

作業をより軽作業化)単 純化していく必要がある。
一方)セ ル成型苗利用による育苗や市の機械定植

は,作 業の省力化や固場の有効利用など,切 花キ

ク生産にとつて高い経常改章効果の見込まれる新

技術である。この技術を使用する際に, より安価

で,機 械定植にも適 した国結力の高い用上と育古

の教培基準を作成することでⅢ自家苗の安定生産

を図るとともに将来の本格的な分業育苗時代の到

来に備えておかねばならない。そこで本試験では

切 り花用キクのセル成型宙育古時の用■,栽 I―条

件を詞べた。

試験方法

01994年 7月 上旬よリピートモスを主体とした用

上でセル トレイにキクを,市し木)ミ スト湛水下で

育成後,17日 目にブラグミクス (市販用上)と の

i育 量を比較するため,最 大根長,根 重,国 結力

の3項 目を調査した。また,セ ル成型古の回結力

を高めるため,単 体で特に回結力のljいおがくず,

ピー トモス混合用上にさらにベントナイトを5,

10.20.40g混 合し,効 果の確認を行った。品種

は
｀
弓戸7号

'を
用いた。

② 7月 6日 に挿し木したセル成型苗を7月 21日よ

りpFをそれぞれ10 17に 調整した定植床へ移植し,

10日後の新根の根長,発 根数を調査した。品種は
'

ぎんせい' を
用いた。

O根 鉢形成を促進するため,使 用した用士別にセ

ル トレイ底の設置条件を金網,マ ットに分け,挿

じ木20日後に各区の根重とセル成型宙の回結力を

比較した。吊種は
'花

舟
'を

用いた。

O機 械定植用に,根 鉢の出結力を増強するため,

押 し木の挿入紀度を浅1毎し (1 5cm)と 深挿 じ

(3cm)で 行い,根 童とセル成型市のL結 力を比較

検討した。品種は
'花

舟
｀
 を用いた。

O定 植後の初期生青を促進するため,市 販用上

(プラグミクス)を 用い,育 苗中に 挿 し木後 7日

目1回 ,14日 日1同 ,あ るいは7 14 21日 の3

回施lB区を設定し,ハ イポネックス(202020)でN)

P20‐.K2を それぞれ400PPmの施肥をした。挿 じ

木22日日にヨンテナに定植後,生 育調「Tを定施当

日と14日日に行つた。品fTは 'ポ ップス'を
用

いた。

結果 と考察

O粒 作 5m以 下のビー トモスと低1/ビー トモス

(ブラックピー ト),あ るいは12価以 ドのバーミキ

ュライトを混合することにより,市 敗用上と同等

の生育と根鉢の国結力が碓認された (第1表)。ま

た.回 構力の劣るオガクズ混合lH ltでも ベ ント

ナイトを20及び40g/2用 上添加することにより

市販用二Lと同寺の生育を示 した (第1表 )。また,
ベントナイトによる根鉢の回結力i暫加1の効果は,

表 1培 地組成と根鉢形成の関係
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表 2 用 上の種類が定植後の根の生育に汲ぼす影響

Table 2 Ell●ct ol media on root gЮwth and dcveloPment

aFtcr,lanting

表 3ト レイ底の設置条件とセル成形苗の生育

Table 3 Thc growth of r●oted cuttings in the Plu= trays

undcr varted celi bottom conditions

pF1 0 pF1 7

用 上 根 長  発 根数 根  長  発 根教

設置場所 用 上の種類 根 重   回 結力

(g)    (ycm2)
cin    4

ブラグミクス 49b 19 2 bc

おがくず
Ⅲ  78a 358a

′ヽ 一ミiュライト'    7 2 ab   24 4 b

全 細  7ラ クトックス
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ホ
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｀
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0 17 ab      30a
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0 1 9 a      1 6 b
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表 4挿 し木の深 さが根鉢形成に汲ぼす影響

Tablc 4 ErFcct oF iIIsertcd dePth br Cuttin3s o■ root‐

band rOrmation

処 理  区 根 豆

( g )折し木のよさ 用 上の種類

回結力

(ycm2)
1 5cm     7 ラク

ド
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キ
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と)・ 印は ビー トモスとの寺童混合、英小文字は

ダ ンカ ン多 重 検 定 に よる有 意 性 を示 す 。

(k005)
バー ミキュライ トは粒径12m以 下のものをも

ちいた。

やや乾燥気味に管理したときに顕著であった。な

お,お がくずを使用する場合 長 期間にわたり育

苗すると有機酸等の発生によりPHの低下などが見

られることも考えられる。

②ピー トモスにおがくず,バ
ーミキュライトを混

合することによリ セ ル成型苗の定植後の地下部

の生育が市販用上とほぼ同じか優れる傾向が見ら

れた (第2表)。

0ト レイはマット上で育苗するよりも金網上の育

苗で根鉢の日結力が優れた。定植 しやすい宙を作

るには,金 制上でミス ト涯水により育苗した方が

無処理  7   1 4   7 1 4 2 1  ヤ

施肥 日 (日日)無 処理

図 1育 苗中の潮 巴がキクの定植後の生育に及ぼす影響

Fig l Effect of Pl■g stagc rertili夕ation on gro、vth and

devcloPl■ent after ptanting of r。。ted cuttings

(CrYSanthcmulコ cv pOps)

良い。ただし, ミス トによる湛水は日に5回 以上

(3-5分 /回 )に なると用上が過湿になり,発 根

が悪 くなるので注意が必要である (第3表 )。

060×30cmの深型200穴のセル成型 トレイで育苗す

る場合,深 めに挿した方が発根量の確保やこれに

ともなう根鉢の形成には効果的であった。機械定

本とを行う場合には特に効果的であると考えられる

(第4表)。

Oセ ル育苗中に,数 回程度液肥を施肥することに

より,定植直後の初期生育が促進された (第1図)。
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